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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,12 44,56 +0,44 42,83 +1,73

USD / BRL Spot BRL 2,3320 2,3178 -0,0142 2,3133 +0,0045

USD / JPY Spot JPY 102,91 103,27 +0,36 99,05 +4,22

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.944 51.165 +221 52.249 -1.084

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 192,6 185,2 -7,4 204,5 -19,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,69 12,65 -0,04 12,31 +0,34

DI Future Jul14（金利先物） % 10,26 10,26 +0,00 10,51 -0,25

3 Months US Dollar Libor % 0,241 0,243 +0,002 0,239 +0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 278,7 278,9 +0,2 274,4 +4,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年12月10日

Indicator Unit 12月6日

昨日のドルレアルスポット相場はリスク選好地合いと介入警戒感からレアル高となる展開でした。朝方は
中国の輸出が市場予想を上回る伸びだったことから安心感が広がり先週末比レアル高の２．３２台半ばから
２．３１台後半での取引となりました。週次サーベイで今年末と来年末の成長率見通しが引き下げられたこと
から２．３２台後半へレアル売りとなる局面もありましたが、来月初満期のスワップ介入のロールオーバーが
始まっていることもありレアル売りは続かずレアルじり高の地合いとなりました。その後もレアル高は続き、
結局２．３１台後半で引けています。

ここ数日レアル高の動きとなっていますが、これはトンビニ中銀総裁が介入プログラムを来年も続ける意向を
示したため、それまでのレアル売りポジションが巻き戻されたことが主な要因と思われます。トンビニ総裁は
一定の調整を加えてプログラムを継続するとしており、その調整方法によって市場へメッセージを流す形に
なるでしょう。また、前回ＣＯＰＯＭでは判明していなかったＧＤＰの落ち込みに対してトンビニ総裁が金融
政策に変化を与える形で対応するのか注目されます。これらは早ければ本日の上院経済委員会における
総裁の証言で明らかになるでしょう。
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